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２．研究業績要旨（1,000 字以内） 

香辛料やネギ属植物の食品機能性について、生活習慣病の基盤病態（脂質異常、耐糖

能異常）や終末病態（心筋梗塞などの血栓・塞栓性疾患）に及ぼす影響について検討し

た。さらに終末病態の発症に関わる血液の凝固・線溶系について独創的な基礎研究を実

施し、以下の新知見を得た。 

１．ネギ属植物の含硫化合物の機能性とその作用メカニズムの解明 

ネギ属植物の香気成分は、様々な健康増進効果を示す。本研究では、日本人の死因の

それぞれ約 30％を占めるがんと血栓性疾患に着目した。ニンニクやタマネギ由来のスル

フィドが血液腫瘍細胞の分化を誘導すること（報文等リスト掲載論文 10, 14, 15）、硫黄原

子を３つ有するアリルスルフィドが固型がん細胞のβチューブリンの特定のシステイン

残基を分子修飾することにより細胞周期を停止させ、アポトーシスを誘導する新しいメ

カニズムをはじめて明らかにした（3, 5, 7, 21）。さらに、これらの成分による解毒酵素の

制御機構についても明らかにした（4, 8, 44）。 

２．血液凝固、線溶に関する基礎研究と含硫化合物による血栓症予防 

がんに加えて、肥満、耐糖能異常、脂質異常症など、動脈硬化を経て最終的に血栓症

へと至る病態に及ぼすスルフィド類の影響について、血液凝固・線溶系に関する基礎研

究にも踏み込んだ研究を展開し、血小板機能に加えて、組織因子や Thrombin activatable 

fibrinolysis inhibitor (TAFI)を食品機能性解明のための新たな分子標的として提唱した

（73）。特に、ネギ属植物由来のスルフィドがアラキドン酸カスケードを阻害することに

より血小板機能を抑制して血栓形成を抑制することを見出し（6, 58）、また、今日、アデ

ィポサイトカインとして広く認識されている線溶阻害因子（＝血栓誘発因子）PAI-1 が脂

肪細胞で産生されること、その産生調節機構に関してもいち早く解明した（9）。さらに、

それらの因子の血栓形成・溶解に限定されない新しい生理機能（組織修復など）につい

てもはじめて解明した（19, 24, 34, 90）。 

３．食品成分が生活習慣病の基盤病態に及ぼす影響の解明 

血栓性疾患の発症基盤である動脈硬化を進展させる耐糖能異常、糖尿病などの基盤病

態をシナモン、ニンニク、玄米やその成分が改善することを明らかにした（1,2, 13, 25, 38, 

46, 61, 67）。さらに、これらの疾患の分子メカニズム（20, 47）についても明らかにし、食

品機能性の生活習慣病予防への応用を切り拓いた。 
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総説・解説・和文誌掲載論文 

 

73) 関 泰一郎、細野 崇：血液の凝固・線溶とメタボリックシンドローム、生活習慣病、化学

と生物（日本農芸化学会誌）; 53(6): 374-380, 2015． 

74) 三浦 徳、細野 崇、関 泰一郎：TAFI の構造と機能、日本血栓止血学会誌; 25(4): 512-515, 

2014. 

75) 関 泰一郎、三浦 徳、細野 崇：メタロカルボキシペプチダーゼ TAFI の線溶抑制機能と

病態生理、日本血栓止血学会誌; 24(5): 491-495, 2013. 

76) 関 泰一郎：肝胆系の線溶活性化酵素に関する研究、日本血栓止血学会誌; 22(6): 384-388, 

2011. 

77) 沈 燕、本間夏実、細野 崇、有賀豊彦、関 泰一郎：シナモンの抗糖尿病作用と作用機構、

aromatopia; 108: 33-37, 2011. 

78) 奥村暢章、関 泰一郎：線溶系と組織再生、血液フロンティア; 21(11): 65-71, 2011. 

79) 奥村暢章、関 泰一郎、有賀 豊彦：TAFI と細胞線溶、日本血栓止血学会誌; 20(4): 406-411, 

2009. 

80) 関 泰一郎、有賀豊彦：ガーリック、Medical Herb; 4: 18-19, 2008. 

81) 有賀豊彦、渡邉慶一、井上弘明、関 泰一郎：天然色素ベタレインの抗酸化活性を中心に

した食品機能性、New Food Industry; 12(3): 84-91, 2008. 

82) 関 泰一郎、有賀豊彦：ネギ属植物の生理機能性とそのメカニズム、バイオサイエンスと

インダストリー; 64（11）: 609-613, 2006. 

83) 関 泰一郎、有賀豊彦：植物性食品による凝固・線溶の制御と生活習慣病の予防、日本病

態生理学会誌; 15（1）: 36-41, 2006. 

84) 関 泰一郎、細野 崇、深尾友美、有賀豊彦：ガーリックの抗がん作用―香気成分によるチ

ューブリンの修飾とアポトーシスの誘導、化学と生物（日本農芸化学会誌）; 44(5): 287-289, 

2006. 

85) Shirai S, Hagiwara H, Sato H, Fukumoto K, Kobayashi S, Seki T, Ariga T, Hagiwara K, Yamasaki 

H, Yano T. Prevention of renal cell carcinoma from hemodialysis patients by regulating epigenetic 

factors. Kidney Int.; 67(6):2506-2507, 2005. (Letter to the Editor)  

86) 関 泰一郎、小田裕昭：生活習慣病の予防・改善を目指した『食』と『栄養』のバイオサ

イエンス、日本農芸化学会誌; 77(11): 1108-1109, 2003.（ミニレビュー） 

87) 関 泰一郎、細野 崇、深尾 友美、正木 智大、原 健二郎、有賀 豊彦：がんの予防を目指

した「食｣と｢栄養」のバイオサイエンス：食用植物由来含硫化合物の抗がん作用メカニズ

ムとがんの予防、日本農芸化学会誌; 77(11): 1113-1115, 2003.（ミニレビュー） 

88) 有賀豊彦、関 泰一郎：Prickly Pear Cactus （アリゾナ・サボテン果汁）の機能性、FOOD 

Style 21; 7(2): 55-60, 2003. 
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89) 関 泰一郎、有賀豊彦：ガーリックオイルによる腫瘍細胞の分化誘導、New Food Industry; 

45(5): 27-32, 2003. 

90) 関 泰一郎、有賀豊彦：血栓溶解に限定されない線溶系の新しい機能―線溶系因子が HGF

や TGFのプロセッシングを介して肝再生を制御、化学と生物（日本農芸化学会編、学会

出版センター刊行）; 40（3）: 145-147, 2002.（ミニレビュー） 

91) 有賀豊彦、関 泰一郎：ネギ属植物の機能性（1）、硫黄化合物総論、臨床栄養; 99(1):13, 2001. 

92) 有賀豊彦、関 泰一郎：ネギ属植物の機能性（2）、抗血栓作用、臨床栄養; 99(2): 149, 2001. 

93) 有賀豊彦、関 泰一郎：ネギ属植物の機能性（3）、殺菌作用、臨床栄養; 99(3): 269, 2001. 

94) 関 泰一郎、有賀豊彦：ネギ属植物の機能性（4）、抗がん作用、臨床栄養; 99(4):397, 2001. 

95) 有賀豊彦、関 泰一郎：ネギ属植物の機能性（5）、強壮作用、臨床栄養; 99(6): 737, 2001. 

96) 有賀豊彦、関 泰一郎：ネギ属植物の機能性（6）、ネギ属植物の調理と機能性、臨床栄養; 

99(7): 857, 2001. 

97) 有賀豊彦、関 泰一郎：ニンニクのにおいと機能性、香料; 208: 81-93, 2000. 

98) 有賀豊彦、 関 泰一郎：ニンニクのにおい成分と食品機能、Aroma Research; 1(3): 16-27, 

2000.  

99) 関 泰一郎、宇野茂之、有賀豊彦：線溶と肝再生、生化学; 71: 47-50, 1999.（ミニレビュー） 

100) 師井 隆、根本一樹、前沢閑久、宇野茂之、関 泰一郎、有賀豊彦：肝細胞 Spheroid 形成

と線溶系因子の動態、日本血栓止血学会誌; 7: 130-139,1996. 

101) 関 泰一郎、深澤洋子、有賀豊彦、松尾 理：肝線溶活性調節機構の解析：初代培養肝細

胞における tPA 遺伝子発現調節機構の解析、日本血栓止血学会誌; 5: 49-53, 1994. 

102) 関  泰一郎、根本一樹、師井  隆、有賀豊彦：肝細胞 Spheroid と凝固線溶系因子 ,           

組織培養; 20: 246-251, 1994. 

103) 今井英雄、大柴 進、高尾恭一、澤井洋子、今井重之、関 泰一郎、有賀豊彦：ヒト肝由

来 cell line の産生・放出する plasminogen activator の酵素学的性質、血液と脈管(旧日本血

栓止血学会誌); 19: 658-661, 1988. 

104) 内藤 博、関 泰一郎、野口 忠：SPI 食を摂取したシロネズミの小腸内に見い出された尿

素合成促進物質に関する研究、大豆タンパク質研究会誌; 6: 11-14, 1985. 

 

主要著書 

 

105) Seki T, Hosono T, Kumagai H, Ariga T. In: Functional Foods, Nutraceuticals and Natural 

Products-Concepts and applications (Editors, D.A. Vattem, V. Maitin) (Allium: Garlic and Onion, 

pp417-456, 全 838 ページ) , DEStech Publications, Inc. USA, 2016. 

106) 関 泰一郎、細野 崇：食品因子による栄養機能制御（日本栄養・食糧学会監修）（第 6

章ネギ属植物の含硫成分の機能性（pp83-94）執筆、全 283 ページ）、建帛社（東京）、2015． 

107) 関 泰一郎、三浦 徳：新・血栓止血血管学：抗凝固と線溶（一瀬白帝、丸山征郎、和田

英夫編著）（TAFI の基礎と臨床（pp106-113）執筆、全 133 ページ）、金芳堂（京都）、2015.  

108) 関 泰一郎：食品の保健機能と生理学（西村敏英、浦野哲盟編集）（血糖値の上昇を抑制

する機能（pp60-65）、血中の中性脂肪やコレステロールの上昇を抑制する機能（pp73-80）、

貧血を予防する機能（pp86-88）、血栓を抑制する機能（pp102-104）執筆、全 208 ページ）、

アイ・ケイコーポレーション、2015. 

109) 関 泰一郎：健康栄養学―健康科学としての栄養生理化学― 第 2 版（小田裕昭、加藤久

典、関 泰一郎編集）、（1.3 脂質の代謝と栄養（pp23-37）、3.1 メタボリックシンドローム

と栄養（pp187-202）、3.5 動脈硬化疾患と栄養（pp219-227）、3.6 血栓塞栓性疾患と栄養

（pp227-236）執筆、全 291 ページ）、共立出版（東京）、2014.  

110) 関 泰一郎：農学・バイオ系英語論文ライティング（池上正人編集）、（食品・栄養生理化

学分野における科学論文ライティングの実際（pp134-146）執筆、全 192 ページ）、朝倉書

店（東京）、2015.  

111) 関 泰一郎、細野 崇、有賀豊彦：スパイス・ハーブの機能と最新応用技術（中谷延二監

修）、（ネギ科植物と機能―ニンニクの機能（pp160-166）執筆、全 288 ページ）、シーエム

シー出版（東京）、2011. 
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112) 関 泰一郎：日本の食を科学する（酒井健夫、上野川 修一 編集）、（食とがんの予防

（pp57-67）執筆、全 156 ページ）、朝倉書店（東京）、2008. 

113) 関 泰一郎、深尾友美、細野 崇、有賀豊彦：食品機能性の科学（西川研次郎監修、食品

機能性の科学編集委員会編集）、（第 10 章ネギ属香辛野菜の機能性含硫成分 第１節 ニ

ンニクの機能性含硫成分（pp267-273）執筆、全 1177 ページ）、株式会社産業技術サービ

スセンター発行（東京）、2008. 

114) 関 泰一郎：栄養食糧学用語辞典（日本栄養・食糧学会 編集）、建帛社（東京）、2007. 

115) 関 泰一郎：健康栄養学（加藤久典、小田裕昭、関 泰一郎 編集）、（1.3 脂質の代謝と栄

養（pp22-36）、3.5 動脈硬化疾患と栄養（pp170-178）、3.5 血栓塞栓性疾患と栄養（pp178-187）

執筆、全 237 ページ）、共立出版（東京）、2005. 

116) Seki T, Ariga T. In Asian Functional Foods (Editors, John Shi, Chi-Tang Ho, Fereidoon 

Shahidi), (Functional Foods from Garlic and Onion, pp433-490, 全 647 ページ）, CRC Press, 

New York, USA. 2005. 

117) 関 泰一郎、有賀 豊彦：図説 血栓止血血管学―血栓症制圧のために（一瀬白帝 編集）、

（tPA, uPA のクリアランスシステム（pp586-591）執筆、全 834 ページ）、中外医学社（東

京）、2005. 

118) Akao M, Hasebe Y, Okumura N, Seki T, Ariga T. In: Animal Cell Technology: Basic and 

Applied Aspects Vol.13 (Editors, K. Yagasaki, Y. Miura, M. Hattori, Y. Nomura), (The role of 

plasminogen in the proliferation of murine hepatocytes in primary culture, pp323-327, 全 518 ペ

ージ). Kluwer Academic Publishers, AH Dordrecht, Netherlands, 2003. 

119) 関 泰一郎：栄養学総論（廣田才之、有賀豊彦、鈴木たね子、伊藤靖子、日高敏郎、辻悦

子、小畠義樹、伊藤順子編集）、(第 2 章 食生活と健康（pp4-10）執筆、全 218 ページ)、

共立出版（東京）、2000. 

120) Ariga T, Takeda A, Teramoto S, Seki T. In: Food Factors for Cancer Prevention (Editors, H. 

Ohigashi, T. Osawa, J. Terao, S. Watanabe, T. Yoshikawa), (Inhibition site of methyl allyl 

trisulfide: a volatile oil component of garlic, in the platelet arachidonic acid cascade, pp 231-234,

全 677 ページ）, Springer-Verlag, Japan, 1997. 

121) Ariga T, Seki T, Ando K, Teramoto S. In: Developments in Food Engineering (Editors, T. Yano, 

R. Matsuno, K. Nakamura), (Anti-platelet principle found in the essential oil of garlic (Allium 

sativum L.) and its inhibition mechanism, pp1056-1058, 全 1085 ページ), Blackie Academic & 

Professional, Glasgow, NZ, 1994. 

122) 有賀豊彦、関 泰一郎：線溶系の新展開－細胞機能に関与する線溶系因子の役割（松尾 理 

編集）(第５章 肝機能と線溶系因子（pp95-113）執筆、全 220 ページ)、学際企画（東京）、

1992. 

 

（3） 過去 5年間の本学会での活動状況 

 

【役員および委員会活動】 

理事（平成 28年 5 月～現在） 

関東支部副支部長（平成 28 年 5月～現在） 

広報委員会委員（平成 28 年 5 月～現在） 

将来構想委員会委員（平成 28 年 5月～現在） 

国際栄養学会議（ICN 2021） 組織委員（平成 28 年 5 月～現在） 

広報委員会委員（平成 25 年 5 月～同 26年 5 月） 

関東支部監事（平成 24年 5 月～同 28年 5 月） 

関東支部常任幹事（平成 20 年 5月～同 24 年 5月） 

代議員（平成 23年 9月 1 日～現在） 

アジア栄養学会議（ACN 2015）・組織委員 

アジア栄養学会議（ACN 2015）・プログラム委員 

アジア栄養学会議（ACN 2015）・授賞選考委員長 

第 69 回大会（横浜パシフィコ）・実行委員 
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【シンポジウム】 

アジア栄養学会議（ACN 2015）・シンポジスト・シンポジウムオーガナイザー 

 

【座長】 

第 70 回大会（武庫川女子大学）・座長 

第 96 回関東支部大会（新潟大学）・シンポジウム座長 平成 27年 9月 5 日開催 

アジア栄養学会議（ACN2015）・シンポジウム座長 

第 68 回大会（酪農学園学）・座長 

第 67 回大会（名古屋大学）・座長 

第 66 回大会（東北大学）・座長 

第 65 回大会（お茶の水女子大学）・座長 

 

【支部会】 

第 88 回関東支部大会（日本大学生物資源科学部）・世話人 平成 23 年 9月 17 日開催 

 

（４） 特記事項 

 

2010 年 B.B.B.論文賞（日本農芸化学会） 

Verification of the Antidiabetic Effects of Cinnamon (Cinnamomum zeylanicum) Using 

Insulin-Uncontrolled Type 1 Diabetic Rats and Cultured Adipocytes 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


